
 （�）　　２ ０ ２ ３ 年 ５ 月 １ ５ 日　１ ６ ２ ９ 号	 自治労兵庫県本部  （1993年９月６日　第三種郵便物認可

	 2023．５．15
　月2回（1日、15日）発行　定価10円
　購読料は組合費に含まれる。
　自治労兵庫県本部
　書記長／尾西亮太郎・編集人／秦 信昭

1629号
1993年9月6日　第三種郵便物認可

〒650－0004 神戸市中央区中山手通3－4－8 大東ビル TEL078－392－0820 FAX 078－392－0920
http : //www.jichiro-hyogo.jp/　E-mail : jhyogo@jichiro-hyogo.jp

コ
ロ
ナ
禍
で
有

名
ア
パ
レ
ル
メ
ー

カ
ー
が
倒
産
し

た
。
就
職
面
接
時

に
失
礼
な
言
葉
で

落
と
さ
れ
た
知
人

は
「
二
度
と
買
わ

な
い
と
思
っ
た
」「
当
然
の
結
果
」

と
冷
た
く
突
き
放
す
。
一
方
、

同
じ
よ
う
に
不
採
用
に
な
っ
た

有
名
ホ
テ
ル
の
行
き
届
い
た
気

配
り
に
評
価
が
高
い
ま
ま
「
泊

ま
り
た
い
ホ
テ
ル
」
と
フ
ァ
ン

で
あ
り
続
け
て
い
る
▼
今
年
は

三
月
末
に
組
合
員
の
雇
い
止
め

や
再
任
用
拒
否
の
対
応
が
続

い
た
。
任
用
形
態
の
違
い
は
あ

れ
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
現
場
で

働
い
て
き
た
組
合
員
へ
の
冷
た

い
仕
打
ち
を
家
族
や
地
域
の
友

人
知
人
は
ど
う
評
価
し
た
だ
ろ

う
か
。
理
由
に
な
ら
な
い
説
明

を
繰
り
返
し
、
組
合
交
渉
で
追

い
詰
め
ら
れ
、
最
終
的
に
謝
罪

す
る
当
局
の
姿
は
、
憤
り
を
通

り
越
し
て
情
け
な
く
な
る
。
同

じ
公
務
職
場
の
仲
間
の
支
援
が

あ
っ
て
こ
そ
行
政
へ
の
信
頼
は

か
ろ
う
じ
て
つ
な
が
っ
た
▼
統

一
地
方
選
の
結
果
は
、
公
務
員

批
判
や
身
を
削
る
改
革
を
主
張

す
る
勢
力
が
優
勢
だ
。
要
因
は

案
外
近
く
に
あ
る
か
も
。

18日　県本部労働学校・基礎編（ひょうご共済会館）
25 ～ 26日　自治労第164回中央委員会（県本部会議室）
27日　県本部衛生医療評「2023ナースアクション」

（姫路労働会館）
27 ～ 28日　公営企業評議会第８回公企評合同政策集会

（ラッセホール）
６月２日　県本部書記会議研修会・書記協議会第41回定期総会

（ユニトピアささやま）
３日　平和人権環境のつどい（加古川市人権文化センター）

当面の日程

　

県
本
部
障
害
労
働
者
評
議
会

は
３
月
７
日
に
兵
庫
労
働
局
と

交
渉
を
行
い
、
昨
年
11
月
24
日

に
提
出
し
た
要
求
書
の
回
答
を

受
け
、
県
と
し
て
の
見
解
を
求

め
た
。

　

主
な
や
り
取
り
と
し
て
「
精

神
障
害
者
の
離
職
率
が
高
い
状

況
に
関
し
て
は
、
個
人
差
が
あ

る
こ
と
や
、
義
務
化
さ
れ
て
か

ら
期
間
が
短
く
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄

積
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
出
前

講
座
等
を
活
用
し
職
場
で
の
応

援
者
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
は
非
常

に
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
か

ら
今
後
も
徹
底
的
に
取
り
組
ん

で
行
き
た
い
」
と
の
回
答
を
引

き
出
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
在
宅

ワ
ー
ク
や
ウ
ェ
ブ
会
議
な
ど
新

た
な
働
き
方
が
一
気
に
進
ん
だ

が
、
在
宅
ワ
ー
ク
で
は
介
護
が

受
け
ら
れ
な
い
な
ど
の
問
題
に

つ
い
て
は
「
就
労
側
と
福
祉
側

の
制
度
を
上
手
く
活
用
で
き
る

よ
う
に
法
整
備
化
を
進
め
て
い

る
」
と
回
答
し
た
。

　

最
後
に
、
障
害
者
雇
用
の
推

進
や
労
働
環
境
整
備
に
向
け
、

情
報
の
収
集
と
事
例
周
知
の
た

め
、
交
渉
継
続
を
要
望
し
交
渉

を
終
え
た
。

　

県
会
で
は
神
崎
郡
の
上
野
英

一
さ
ん
が
無
投
票
で
５
回
目
の

当
選
を
決
め
、
垂
水
区
（
定
数

３

－

立
候
補
４
）
の
黒
田
一
美

さ
ん
は
２
位
で
７
回
目
、川
西
・

川
辺
郡
（
定
数
３

－

立
候
補

　

統
一
自
治
体
選
挙
は
、
県
会
と
神
戸
市
会
が
４
月
９
日
、

芦
屋
・
宝
塚
・
明
石
・
三
木
市
議
選
が
４
月
23
日
投
開
票
の
日

程
で
実
施
さ
れ
、
自
治
労
組
織
内
候
補
11
人
の
う
ち
、
明
石

を
除
く
10
人
が
激
戦
を
制
し
、
見
事
当
選
を
果
た
し
た
。

５
）
の
北
上
あ
き
ひ
と
さ
ん
も

２
位
で
２
回
目
の
当
選
を
果
た

し
た
。
宝
塚
（
定
数
３

－

立
候

補
４
）
で
は
宝
塚
市
役
所
を
退

職
し
、
前
回
補
欠
選
挙
で
惜
敗

し
た
元
宝
塚
市
職
労
委
員
長
の

橋
本
な
る
と
し
さ
ん
が
３
位
で

初
当
選
を
果
た
し
た
。

　

神
戸
市
会
で
は
中
央
区
（
定

数
６

－

立
候
補
10
）
で
よ
こ
は

た
和
幸
さ
ん
が
６
位
で
５
回

目
、
北
区
（
定
数
９

－

立
候
補

14
）
で
伊
藤
め
ぐ
み
さ
ん
が
３

位
で
３
回
目
、
西
区
（
定
数
10

－

立
候
補
15
）
で
は
、
か
じ
幸

夫
さ
ん
が
４
位
で
２
回
目
の
当

選
と
な
っ
た
。

　

後
半
戦
の
市
議
選
は
、
芦
屋

（
定
数
21

－

立
候
補
29
）
で
は

８
人
が
落
選
す
る
と
激
戦
を
制

し
山
口
み
さ
え
さ
ん
が
20
位
で

６
回
目
。
宝
塚
（
定
数
26

－

立

候
補
35
）
は
梶
川
美
佐
男
さ
ん

が
24
位
で
４
回
目
の
当
選
を
果

た
し
た
も
の
の
、
明
石
（
定
数

30

－

立
候
補
43
）
で
は
、
13
人

が
落
選
す
る
と
い
う
大
激
戦
と

な
り
、
よ
し
だ
秀
夫
さ
ん
は
健

闘
し
た
も
の
の
、
僅
か
59
票
届

追いつかない賃金

大 西 英 剛

か
ず
、
次
点
に
終
わ
っ
た
。

　

ま
た
、
三
木
（
定
数
16

－

立

候
補
19
）
で
は
新
人
で
前
三
木

市
職
委
員
長
の
西
垣
ひ
ろ
し
さ

ん
が
昨
年
末
に
急
遽
出
馬
を
表

明
。
準
備
期
間
も
な
い
中
で
、

１
２
６
６
票
を
獲
得
し
、
見
事

11
位
で
初
当
選
を
果
た
し
た
。

　

こ
の
間
の
人
員
削
減
に
よ
り

現
場
は
限
界
を
実
感
し
て
お

り
、
６
月
期
は
６
月
2
日
に
１

時
間
ス
ト
ラ
イ
キ
を
配
置
し
、

人
員
確
保
・
男
女
平
等
・
現
業
公

企
統
一
闘
争
を
取
り
組
み
、
夏

期
一
時
金
は
６
月
9
日
に
29
分

時
間
内
食
い
込
み
集
会
を
配
置

し
、
課
題
の
前
進
を
図
る
。

　

単
組
で
は
職
場
単
位
の
人
員

配
置
の
現
状
、
時
間
外
労
働
時

間
、
年
休
・
振
替
休
の
取
得
状

況
な
ど
を
把
握
・
分
析
し
、
職

場
の
意
見
に
基
づ
い
た
業
務
量

や
任
務
分
担
の
見
直
し
な
ど
必

要
な
人
員
確
保
に
取
り
組
む
。

　

男
女
平
等
推
進
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
今
年
度
は
「
一
歩

前
に
進
む
取
り
組
み
」と
し
て
、

男
性
の
育
児
休
業
の
取
得
促
進

を
図
る
。
さ
ら
に
現
業
・
公
企

職
場
の
人
員
確
保
要
求
を
中
心

に
、
現
業
・
公
企
評
議
会
が
協

約
締
結
権
を
行
使
し
た
取
り
組

み
を
強
化
す
る
。

　

夏
期
一
時
金
闘
争
で
は
、
勤

勉
手
当
の
成
績
率
運
用
の
導
入

を
認
め
ず
、
支
給
水
準
確
保
を

め
ざ
す
。
ま
た
、
会
計
年
度
任

用
職
員
等
に
つ
い
て
は
、
常
勤

職
員
と
の
均
等
待
遇
を
追
求

し
、
勤
勉
手
当
を
含
む
総
額
の

支
給
を
求
め
る
。

県の見解を求める交渉団●左左

県会宝塚の橋本さんと三木の西垣さん●右が初当選

統一自治体選挙組織内候補結果
【県会】

　黒田一美（垂水区）
	 21,003票・２位当選
　上野英一（神崎郡）	 無投票・当選
　北上あきひと（川西・川辺郡）
	 16,504票・２位当選
　橋本なるとし（宝塚市）
	 14,754票・３位当選

【神戸市会】
　よこはた和幸（中央区）
	 3,931票・６位当選
　伊藤めぐみ（北区）
	 7,047票・３位当選
　かじ幸夫（西区）
	 6,480票・４位当選

【芦屋市議会】
　山口みさえ	 1,152票・20位当選

【宝塚市議会】
　梶川美佐男	 1,430票・24位当選

【明石市議会】
　よしだ秀夫	 1,982票・31位次点

【三木市議会】
　西垣ひろし	 1,266票・11位当選

統一自治体選挙結果

橋
本
さ
ん

（県会宝塚）
西
垣
さ
ん

（三木市議会）
初
当
選

各
地
域
で
政
策
実
現
め
ざ
す

障労評による労働局交渉

６月期闘争の日程
【人員確保闘争】
（現業公企第１次ゾーン）
（男女平等産別統一闘争）
要求書提出　５月16日（火）
回答指定日　５月26日（金）
交渉ゾーン　５月26～６月１日
統一交渉日　６月１日（木）
統一行動日　６月２日（金）

（1hスト配置）
【夏期一時金闘争】
要求書提出　５月24日（水）
回答指定日　５月31日（水）
交渉ゾーン　５月31～６月８日
統一交渉日　６月８日（木）
統一行動日　６月９日（金）

（早朝29分配置）

離職防止対策に取り組む
職場のフォローが重点課題

6月期闘争

業
務
量
に
見
合
う
人
員
を

統
一
闘
争
に
結
集
し
一
歩
前
へ
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「
男
性
の
育
休
を
考
え
る
」

を
テ
ー
マ
に
県
本
部
男
女
が
と

も
に
担
う
委
員
会
主
催
の
学
習

会
が
３
月
18
日
に
神
戸
市
教
育

会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　
「
男
性
の
育
休
取
得
と
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」
に
つ
い

て
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ

ン
関
西
の
理
事
を
務
め
る
堀

恭
平
さ
ん
が
講
演
。
こ
れ
ま

で
、
堀
さ
ん
は
仕
事
中
心
で
働

い
て
き
た
が
、
友
人
の
過
労
死

を
き
っ
か
け
に
「
本
当
に
仕
事

の
み
優
先
し
、
家
庭
や
地
域
は

付
属
に
す
ぎ
な
い
よ
う
な
考
え

方
」
に
疑
問
を
持
ち
「
生
活
を

変
え
る
た
め
、
育
休
を
取
得
し

家
庭
や
子
ど
も
を
中
心
と
し
た

生
活
に
し
た
」
と
当
時
の
思
い

を
語
っ
た
。
ま
た
、
育
休
最
大

の
成
果
は
「
育
児
の
し
ん
ど
さ

を
知
る
こ
と
で
夫
婦
関
係
の
基

礎
が
出
来
た
」
と
述
べ
た
。

　

講
演
で
は「
お
父
さ
ん
効
果
」

に
つ
い
て
も
紹
介
し
、
父
親
と

多
く
過
ご
し
た
子
ど
も
の
Ｉ
Ｑ

が
高
い
こ
と
や
、
成
長
期
に
父

親
と
よ
く
交
流
す
る
子
ど
も
は

非
行
に
走
ら
ず
新
し
い
事
へ
の

達
成
意
欲
が
高
い
な
ど
の
特
徴

が
見
ら
れ
、
結
果
的
に
父
親
が

積
極
的
に
育
児
へ
参
加
す
る
事

で
、
子
ど
も
が
幸
せ
に
な
る
可

能
性
が
高
く
な
る
と
語
っ
た
。

　

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に

つ
い
て
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
例

を
示
し
、
職
場
で
の
上
司
の
役

割
は
職
場
全
体
の
仕
事
量
を
調

整
し
、
部
下
が
育
児
・
介
護
、

怪
我
な
ど
で
抜
け
て
も
職
場
全

体
で
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
体
制

の
構
築
に
重
点
を
置
い
て
お

り
、
日
本
の
上
司
の
役
割
と
大

き
く
考
え
方
が
違
う
と
も
述
べ

た
。

　

第
２
部
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
「
育
休
を
と
る
こ
と

で
、
車
の
両
輪
と
な
り
、
リ
ス

ク
ヘ
ッ
ジ
に
な
る
」
な
ど
意
見

が
出
さ
れ
た
。

平和・人権・環境を考える集い
　記念講演　赤井隆史さん
　　　部落解放同盟中央本部書記長

６月３日（土）
13：30開会

加古川市人権文化センター

　

県
本
部
衛
生
医
療
評
議
会
は

３
月
18
日
、
ひ
ょ
う
ご
共
済
会

館
で
病
院
集
会
を
ウ
ェ
ブ
併
用

で
32
人
の
参
加
の
も
と
開
催
。

山
根
正
也
事
務
局
長
よ
り
「
保

健
師
の
増
員
」「
５
類
感
染
症

移
行
に
伴
う
医
療
提
供
体
制
及

び
公
費
支
援
の
見
直
し
」
な
ど

12
項
目
に
つ
い
て
情
勢
と
基
調

提
起
を
行
っ
た
の
ち
、
本
部
衛

生
医
療
評
議
会
の
平
山
春
樹
事

務
局
長
が
補
強
提
起
し
、
今
後

の
取
り
組
む
べ
き
課
題
の
共
有

を
図
っ
た
。

　

基
調
提
起
後
の
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
は
医
師
の
働
き
方
改

革
に
伴
う
看
護
師
、
コ
メ
デ
ィ

カ
ル
へ
の
タ
ス
ク
・
シ
フ
ト
／

シ
ェ
ア
に
つ
い
て
、
実
施
済
み

と
未
実
施
病
院
そ
れ
ぞ
れ
の
課

題
、
改
善
点
に
つ
い
て
、
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

　

分
散
会
で
は
「
タ
ス
ク
シ
ェ

ア
の
認
知
度
に
差
が
あ
る
」「
タ

ス
ク
シ
ェ
ア
を
行
う
た
め
に
は

人
員
確
保
が
必
要
」「
現
在
の

業
務
を
整
理
し
て
、
全
て
の
職

種
が
無
理
の
な
い
よ
う
タ
ス
ク

シ
ェ
ア
し
て
い
き
た
い
」
な
ど

の
意
見
が
報
告
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
に

は
「
各
単
組
の
課
題
や
問
題
が

私
た
ち
と
重
な
り
、
と
て
も
参

考
に
な
っ
た
」「
業
務
改
善
で

の
タ
ス
ク・
シ
フ
ト
／
シ
ェ
ア
も

勉
強
出
来
て
良
か
っ
た
。
労
働

条
件
の
改
善
に
つ
い
て
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
行
こ
う
と
思

う
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

第
94
回
兵
庫
県
メ
ー
デ
ー
神

戸
中
央
大
会
が
４
月
27
日
、
神

戸
市
大
倉
山
公
園
野
球
場
で
４

年
ぶ
り
に
対
面
で
開
催
さ
れ
、組

合
員
や
家
族
が
多
く
参
加
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
、
連
合
兵

庫
の
福
永
明
会
長
は
「
ス
ー
ダ

ン
で
も
戦
争
が
始
ま
っ
た
。
戦

争
は
人
権
侵
害
の
最
た
る
も

の
。
23
春
闘
は
急
激
な
物
価
上

昇
に
よ
り
全
て
の
労
働
者
が
賃

上
げ
を
期
待
し
始
ま
っ
た
。
結

果
、
連
合
集
計
が
始
ま
っ
て
以

来
の
極
め
て
高
い
賃
上
げ
と

な
っ
た
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

物
価
高
は
立
場
の
弱
い
人
々

へ
影
響
を
与
え
て
お
り
、
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
強
化
や
暮
ら

し
を
守
る
取
り
組
み
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
の
実
現
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
メ
ー
デ
ー
宣
言
を
参
加

者
は
拍
手
で
採
択
し
、
ガ
ン
バ

ロ
ウ
三
唱
で
大
会
を
締
め
く

く
っ
た
。

男
性
の
育
休
取
得
を
進
め
よ
う

男
女
平
等
闘
争
で
育
休
の
条
件
整
備
を

男女とも学習会

衛生医療評
病院集会

課
題
の
共
有
を
図
る

タ
ス
ク・
シ
フ
ト
／
シ
ェ
ア
で
意
見
交
換

集会はウェブ併用で開催

約８千人が参加した

自身の体験をもとに講演する堀さん

メーデー４年ぶりの対面開催
誰一人も取り残される
ことのない社会をめざす


